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はじめに

『Solaris 9マニュアルの概要』では、Solaris ™ 9オペレーティング環境のインストー
ルや使用に必要なマニュアルおよびドキュメントを紹介します。

内容の紹介
『Solaris 9マニュアルの概要』の各章の内容は次のとおりです。

� 第 1章では、Solaris 9のマニュアルセットの構成について説明します。

� 第 2章では、Solaris 8リリース以降に Solarisマニュアルセットに加えられた構成
の変更について説明します。

� 第 3章では、作業別または主題別に Solaris 9のマニュアルを示し、各マニュアル
についての簡単な説明を記載しています。

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することができ
ます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこと
もできます。URLは、http://docs.sun.comです。
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

一般規則
� このマニュアルでは、「IA」という用語は、Intel 32ビットのプロセッサアーキテ
クチャを意味します。これには、Pentium、Pentium Pro、Pentium II、Pentium II
Xeon、Celeron、Pentium III、Pentium III Xeonの各プロセッサ、および
AMD、Cyrixが提供する互換マイクロプロセッサチップが含まれます。

はじめに 7
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第 1章

Solaris 9マニュアルの概要

この章では、Solaris 9のマニュアルの概要を示します。

Solaris 9のマニュアル
Solaris 9のマニュアルでは、Solaris 9オペレーティング環境のインストールと使用に
ついての情報を提供します。一部の印刷版マニュアルは、Solarisメディアキットに含
まれています。すべてのマニュアルは、Solaris 9 DVDおよび Solaris 9
Documentation CDに HTML形式と PDF形式で提供されています。すべてのマニュ
アルは、 http://docs.sun.com でも参照できます。

注 –ソフトウェアがインストール済みのハードウェアを購入した場合は、印刷マニュ
アルが添付されていないことがあります。また、Solarisオペレーティング環境のパッ
ケージに他製品の印刷マニュアルが含まれることもありますが、ここでは説明を省略
します。

注 –ご使用のハードウェアのベンダーから提供されているマニュアルを参照すること
もできます。たとえば、Sunから提供している『Solaris 9 Sunハードウェアマニュア
ル』や OpenBoot™のマニュアルを参照することができます。
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注 –

日本で提供される Solaris 9の Documentation CDは 2種類あります。1枚は日本語を
含むアジア言語版の「Solaris 9 DOCUMENTATION 2 of 2 CD」で、もう 1枚は英語
を含むヨーロッパ言語版の「Solaris 9 DOCUMENTATION 1 of 2 CD」です。
「Solaris 9 Documentation CD」という記述は、これら 2枚の CDを指しています。

Solaris 9マニュアルセット内のマニュアルは、トピックごとにグループ化されていま
す。これらのトピックは、デスクトップユーザー、システム管理者、ソフトウェア開
発者といった特定の読者を対象としています。各マニュアルは、次のコレクションに
グループ分けされています。

� Solaris 9 About What’s New Collection - Japanese
� Solaris 9 Asian Locales Collection
� Solaris 9 Common Desktop Environment Developer Collection - Japanese
� Solaris 9 KCMS Collection
� Solaris 9 Reference Manual Collection - Japanese
� Solaris 9 Release and Installation Collection - Japanese
� Solaris 9 Software Developer Collection - Japanese
� Solaris 9 System Administrator Collection - Japanese
� Solaris 9 User Collection - Japanese
� iPlanet Directory Server 5.1 Collection - Japanese

Solaris 8オペレーティング環境のリリース以降にマニュアルに加えられた変更点につ
いては、第 2章を参照してください。

作業別または主題別にグループ化されたマニュアルのリストについては、第 3章を参
照してください。
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第 2章

Solaris 9マニュアルセットにおける重
要な変更点

この章では、Solaris 8オペレーティング環境のリリース以降に行われたマニュアル
セットへの変更について説明します。

マニュアルの変更点
この節では、Solaris 9マニュアルセットに加えられた主な変更点について説明しま
す。以下の表は、Solaris 8リリースのマニュアルに対して行われた変更の概要を示し
ています。変更には、次の事項が含まれます。

� マニュアルの再編成
� マニュアルタイトルの変更
� Solaris 9のマニュアルセットでは発行しなくなったマニュアル
� 移動したマニュアル
� Solaris 9マニュアルセットに新規に追加されたマニュアル

マニュアルの再編成
次のマニュアルは、Solaris 9リリースで編成し直されています。
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表 2–1再編成リスト

マニュアル 編成内容

インストールマニュアル 『Solaris 9インストールガイド』は、Solaris 8リリースのインストール関連のマ
ニュアルの内容を 1冊に統合したものです。この新しいバージョンには、Solaris
8リリースのすべてのインストール関連のマニュアルの内容が統合されていま
す。『Solaris 8インストールガイド (SPARC版)』、『Solaris 8インストールガイ
ド (Intel版)』、『Solaris 8のインストール (上級編)』、および『Solaris 8のイン
ストール (追補)』。

この新しいバージョンには、新規または拡張された Solarisインストールテクノ
ロジに関する記述も追加されています。説明は作業別の手順で行われています。
参照情報は、各手順内でそれぞれ示されます。

旧リリースで『Solaris 8インストールガイド (SPARC版)』と『Solaris 8インス
トールガイド (Intel版)』に含まれていたパッケージリストは、Solaris 9リリース
では『Solaris 9パッケージリスト』に含まれるようになりました。

Solaris 9 Release and
Installation Collection -
Japanese

Solaris 8 Installation Collection - Japaneseと Solaris 8 Release Notes Collection -
Japaneseが、Solaris 9 Release and Installation Collection - Japaneseとして 1つ
のコレクションにまとめられました。

リファレンスマニュアル リファレンスマニュアルの、デバイスドライバインタフェース (DDI)およびドラ
イバカーネルインタフェース (DKI)が提供するインタフェースについてのセク
ションが、旧リリースの 4冊から 3冊に変わりました。これらの 3冊は次のとお
りです:
� 『man pages section 9: DDI and DKI Driver Entry Points』
� 『man pages section 9: DDI and DKI Kernel Functions』
� 『man pages section 9: DDI and DKI Properties and Data Structures』

詳細は、Solaris 9 Reference Manual Collectionを参照してください。
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表 2–1再編成リスト (続き)
マニュアル 編成内容

システム管理ガイド Solaris 9リリースで新しいマニュアルが何冊か追加されました。これらのマニュ
アルでは作業ごとに手順が記述されており、また一般的な参照先も記載していま
す。

旧リリースの『Solarisのシステム管理 (第 1巻)』は、『Solarisのシステム管理 (
基本編)』という名前に変わりました。『Solarisのシステム管理 (第 2巻)』は、
『Solarisのシステム管理 (上級編)』という名前に変わりました。

旧リリースの『Solarisのシステム管理 (第 3巻)』は、『Solarisのシステム管理
(IPサービス)』と『Solarisのシステム管理 (資源管理とネットワークサービス)』
に分冊されました。リソース管理に関する記述が、このリリースで追加されてい
ます。『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』
は、TCP/IP、DHCP、IPv4、IPv6、Mobile IP、IPセキュリティ、IPネットワー
クマルチパスなどについて説明しています。『Solarisのシステム管理 (資源管理
とネットワークサービス)』には次のトピックが含まれます:リソース管理、リ
モートファイルシステム、メール、SLP、PPP

『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス :
DNS、NIS、LDAP編)』と『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリ
サービス : FNS、NIS+編)』は、旧リリースの『Solarisネーミングの管理』、
『LDAPの設定と構成』、『NIS+への移行』、および『Solarisネーミングの設
定と構成』に記述されていた情報を含む、新しいマニュアルです。

『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』は、RBAC、PAM、Solarisの
セキュリティ保護されたシェル、SEAMについてのセクションのほか、
『SunSHIELD基本セキュリティモジュール』からの情報を含みます。

マニュアルタイトルの変更
これらのマニュアルは Solaris 8リリースでは別のタイトルで提供されていまし
た。Solaris 9マニュアルセットでは、マニュアルのタイトルが変わりました。

表 2–2マニュアルタイトルの変更

以前のタイトル 新しいタイトル

『OpenWindowsユーザーズガ
イド (上級編)』

『Solarisユーザーズガイド (上級編)』

『Sun WBEM Services
Developer’s Guide』

『Solaris WBEM SDK開発ガイド』

『Solarisのシステム管理 (第 1
巻)』

『Solarisのシステム管理 (基本編)』

『Solarisのシステム管理 (第 2
巻)』

『Solarisのシステム管理 (上級編)』

第 2章 • Solaris 9マニュアルセットにおける重要な変更点 13



表 2–2マニュアルタイトルの変更 (続き)
以前のタイトル 新しいタイトル

『日本語入力システムの概要
とセットアップ』

『日本語入力方式の概要と移行』

『JFPユーザーズガイド』 『日本語環境ユーザーズガイド』

Solaris 9のマニュアルセットに含まれなくなった
マニュアル
以下のマニュアルは、Solaris 9マニュアルセットには含まれなくなりました。これら
は、旧リリースでは Solaris 8のマニュアルセットの一部として発行されていたもので
すが、http://docs.sun.comで参照することができます。

表 2–3 Solaris 9リリースでは発行されなくなったマニュアル

マニュアルタイトル 旧リリースでのコレクション

『バイナリ互換性ガイド』 Solaris 8 System Administrator Collection - Japanese

『JDK 1.1開発ガイド (Solaris
編)』

Solaris 8 Software Developer Collection - Japanese

『OpenWindowsユーザーズガ
イド』

Solaris 8 User Collection - Japanese

『Solaris 8デバイスの構成
(Intel版)』

Solaris 8 Installation Collection - Japanese

『Solaris 8ハードウェア互換
リスト (Intel版)』

Solaris 8 Installation Collection - Japanese

『Solaris移行ガイド』 Solaris 8 System Administrator Collection - Japanese

『Solaris移行ガイド (追補)』 Solaris 8 System Administrator Collection - Japanese

『Source Compatibility Guide』 Solaris 8 Software Developer Collection

『WebNFS Developer’s Guide』 Solaris 8 Software Developer Collection

『ATOK8ユーザーズガイド』 Solaris 8 User Collection - Japanese

『JFP開発ガイド』 Solaris 8 User Collection - Japanese

『cs00ユーザーズガイド』 Solaris 8 User Collection - Japanese

マニュアルの移動
以下のマニュアルは、以前は Solarisのマニュアルセットの一部として発行されていま
した。現在は Solarisのマニュアルセット以外で発行されているか、あるいはその内容
がほかのマニュアルへ移動されました。
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表 2–4移動したマニュアル

マニュアルタイトル 現在の場所

『IPネットワークマルチパ
スの管理』

『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』

『LDAPの設定と構成』 『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス : DNS、NIS、LDAP
編)』

『モバイル IPの管理』 『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』

『ネットワークインタフェー
ス』

『プログラミングインタフェース』

『NIS+への移行』 『 Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス : FNS、NIS+編)』

『OpenBoot 2.xコマンド・リ
ファレンスマニュアル』

Solaris 9オペレーティング環境の Solaris 9 Software Supplement CD

『OpenBoot 2.xの手引き』 Solaris 9オペレーティング環境の Solaris 9 Software Supplement CD

『OpenBoot 3.xコマンド・リ
ファレンスマニュアル』

Solaris 9オペレーティング環境の Solaris 9 Software Supplement CD

『OpenBoot 3.xの手引き』 Solaris 9オペレーティング環境の Solaris 9 Software Supplement CD

『サービスロケーションプロ
トコルの管理』

『Solarisのシステム管理 (資源管理とネットワークサービス)』

『主要メッセージの手引き』 マニュアルページ、およびシステム管理のマニュアル

『Solarisネーミングの管理』 『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス : DNS、NIS、LDAP
編)』および『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス :
FNS、NIS+編)』

『Solarisネーミングの設定と
構成』

『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス : DNS、NIS、LDAP
編)』および『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス :
FNS、NIS+編)』

『SunSHIELD基本セキュリ
ティモジュール』

『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』

『システムインタフェース』 『プログラミングインタフェース』

『電源管理システムユー
ザーマニュアル』

『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』

『Writing FCode 3.x
Programs』

Solaris 9オペレーティング環境の Solaris 9 Software Supplement CD

新しいマニュアル
新しいコレクションである iPlanet Directory Server 5.1 Collection - Japanese
が、Solaris 9マニュアルセットに追加されました。
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表 2–5追加されたコレクション

新しいコレクション コレクション内のマニュアル

iPlanet Directory Server 5.1
Collection - Japanese

iPlanet™ Directory Serverは、世界各地に分散する大量の情報やユーザーに対応
する企業に、オープン方式のスケーラブルなアイデンティティ管理インフラを提
供します。iPlanet Directory Serverのマニュアルには、iPlanet Directory Server
5.1技術の理解、設計、導入、維持に必要な情報が記載されています。この新し
いコレクションには次のマニュアルが含まれます:
� 『iPlanet Directory Server 5.1導入ガイド』
� 『iPlanet Directory Server 5.1管理者ガイド』
� 『iPlanet Directory Server 5.1構成、コマンド、およびファイルのリファレン
ス』

� 『iPlanet Directory Server 5.1スキーマリファレンス』

これらの iPlanetマニュアルの詳細は、第 3章を参照してください。
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第 3章

マニュアルの作業別分類

この章では、Solaris 9のマニュアルを作業または主題別に示します。マニュアルは、
以下の主題別にグループ化されています。

� 17ページの「インストール」
� 19ページの「デスクトップの使用」
� 21ページの「システム、ネットワーク、セキュリティ機構の管理」
� 24ページの「アプリケーションの開発」
� 28ページの「共通デスクトップ環境」
� 31ページの「アジア言語ロケール」
� 32ページの「マニュアルページのドキュメント」

Solaris 9のマニュアルセットとして入手できるマニュアルは、各コレクション別にグ
ループ化されています。以下の表のタイトルは、各マニュアルのコレクションの名前
を示しています。Solaris 9ソフトウェアメディアキットには、印刷版マニュアルも一
部入っています。

注 –ここで記載されている英語タイトルのマニュアルは日本語版が存在していませ
ん。したがって、対応する英語のコレクションだけに含まれています。例：
『Application Package Developer’s Guide』は Solaris 9 Software Developer
Collection - Japaneseではなく Solaris 9 Software Developer Collectionに含まれま
す。

インストール
以下の表は、インストール関連の情報と機能について説明したマニュアルを示してい
ます。表のタイトルは、 Solaris 9マニュアルセット内の、マニュアルが入ったコレク
ションの名前を示します。
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表 3–1 Solaris 9 About What’s New Collection - Japanese

マニュアル 説明

『Solaris 9オペレーティング環境の概
要』

Solaris 9オペレーティング環境の新機能について詳しく説明していま
す。各章ではデスクトップユーザー、システム管理者、ソフトウェア
開発者用に新機能の概要を説明しています。システム管理の章には
Solaris 9のインストール機能が含まれています。また、Java™の新機
能の概要も記載されています。

表 3–2 Solaris 9 Release and Installation Collection - Japanese

マニュアル 説明

『Solaris 9インストールガイド』 ネットワーク化されたシステムとネットワーク化されていないシステ
ムの両方において、Solarisオペレーティング環境をインストールする
方法について説明しています。また、Solaris Web Startインストールプ
ログラムと suninstallプログラムを使用してシステムを対話式にイ
ンストールする方法についても説明しています。このマニュアルで
は、Web Start Flashまたはカスタム JumpStart™技術を使用して、主
に企業ネットワーク環境で任意の数のシステムに対し Solarisの設定や
自動化、カスタマイズ、自動インストールを行う方法も示されていま
す。また、オペレーティングシステムの更新のために発生する通常の
サービス停止を、Solaris Live Upgradeを使用して大幅に減らす方法に
ついても説明しています。

『Solaris 9パッケージリスト』 Solarisオペレーティング環境でインストールされるパッケージのリス
トが含まれています。また、パッケージの説明および各パッケージが
インストールされるソフトウェアグループについても記載していま
す。

該当するプラットフォーム用の『Solaris
9ご使用にあたって』

Solaris 9のマニュアルセットおよび Installation Kioskで発行されるこ
れらのマニュアルは、インストールおよび実行時の重要な問題点やバ
グについて記述しています。また、これらの『ご使用にあたって』で
は、新機能の説明、廃止されたソフトウェアサポートの説明、マニュ
アルの記述訂正なども挙げられています。

最新版は、http://docs.sun.comの『Solaris 9ご使用にあたって』
を参照してください。
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表 3–3 Solaris 9の印刷版マニュアル

マニュアル 説明

該当するプラットフォーム用の『Solaris
9ご使用にあたって』

印刷文書として Solaris 9メディアフォルダに含まれるこのマニュアル
は、Solaris 9オペレーティング環境の重要なインストール上の問題や
バグについて説明しています。

実行時の問題については、該当するプラットフォームの『Solaris 9ご使
用にあたって』を参照してください。また、最新版
は、http://docs.sun.comの『Solaris 9ご使用にあたって』を参照
してください。

『Solaris 9 Start Here』 この冊子には、Solarisオペレーティング環境および関連ソフトウェア
をインストールする手順の概要が示されています。

デスクトップの使用
以下の表は、デスクトップに関連した機能と作業について説明したマニュアルを示し
ています。これらのマニュアルは、ワークステーションのユーザーに関連のあるもの
で、CDE (共通デスクトップ環境)ソフトウェアの使用についての説明も含みます。表
のタイトルは、 Solaris 9マニュアルセットのマニュアルが入っているコレクションの
名前を示します。

表 3–4 Solaris 9 About What’s New Collection - Japanese

マニュアル 説明

『Solaris 9オペレーティング環境の概
要』

Solaris 9オペレーティング環境の新機能について詳しく説明していま
す。各章ではデスクトップユーザー、システム管理者、ソフトウェア
開発者用に新機能の概要を説明しています。システム管理の章には
Solaris 9のインストール機能が含まれます。また、Javaの新機能の概
要も記載されています。
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表 3–5 Solaris 9 User Collection - Japanese

マニュアル 説明

『Solarisユーザーズガイド (上級編)』 このマニュアルは、Solarisオペレーティング環境の上級ユーザーを対
象にしています。Solarisのコマンド行インタフェースを使用して以下
の作業を行う方法を説明しています。
� セッションのログインとログアウト
� コマンドの入力
� オンラインマニュアルへのアクセス
� ファイルとディレクトリの操作
� ファイルシステムの検索
� プロセスおよびディスク利用の監視
� viエディタの使用
� マニュアルの印刷
� ネットワークの使用
� オペレーティング環境のカスタマイズ
� ショートカットキーの変更
� ネットワーク化されたアプリケーションの実行

『Solaris共通デスクトップ環境上級
ユーザ及びシステム管理者ガイド』

Solaris共通デスクトップ環境 (CDE)の外観や動作のカスタマイズに必
要な高度な作業について取り上げています。システムの初期設定、ロ
グイン、セッション開始などのカスタマイズ、アプリケーションの追
加、アプリケーションおよびそのデータに対するインタフェース表示
の設定についての章があります。また、ネットワーク上でのデスク
トッププロセス、アプリケーション、データの構成、およびデスク
トップサービス (ウィンドウ管理、印刷、カラー、フォントなど)のカ
スタマイズなどについても説明しています。

『Solaris共通デスクトップ環境ユー
ザーズ・ガイド』

このマニュアルは、共通デスクトップ環境 (CDE)の基本機能について
説明しています。また、デスクトップやデスクトップアプリケーショ
ンの使用方法についても説明しています。

『Solaris共通デスクトップ環境への移
行』

このマニュアルは、OpenWindows™環境から共通デスクトップ環境
(CDE)へ移行しようとしているユーザーを対象としています。このマ
ニュアルでは、CDEをグラフィカルなオペレーティング環境としてお
り、また OpenWindowsと CDEの動作の違いを明確にしています。頻
繁に寄せられる質問への回答が関連項目にまとめてあります。

『日本語環境ユーザーズガイド』 Solaris 9で日本語環境を使用する方法について説明しています。

『日本語入力方式の概要と移行』 Solaris 9日本語環境で使用できる日本語入力方式 (複数言語文字入
力、ATOK12、Wnn6)の概要とユーザー登録単語などの移行方法につ
いて説明しています。

『Wnn6ユーザーズガイド』 Solaris 9環境で使用できる日本語入力方式Wnn6の操作方法について
説明しています。

『Wnn6上級ユーザーおよびシステム管
理者ガイド』

Solaris 9環境で使用できる日本語入力方式Wnn6の管理方法と、日本
語入力インタフェースの詳細な設定方法について説明しています。

『ATOK12ユーザーズガイド』 Solaris上でのATOK12の基本的な操作方法について説明しています。
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表 3–5 Solaris 9 User Collection - Japanese (続き)
マニュアル 説明

『日本語入力用図形文字コード表』 Solaris 9の日本語環境で日本語入力方式を使用して、図形文字を入力
するためのコードと図形文字の対応、各日本語入力方式のコード入力
機能と利用時の注意事項について説明しています。

システム、ネットワーク、セキュリティ
機構の管理
以下の表は、システム管理に関連した機能、手順、SunOSコマンド、セキュリティ機
構について説明したマニュアルを示しています。表のタイトルは、 Solaris 9マニュア
ルセットのマニュアルが入っているコレクションの名前を示します。

表 3–6 Solaris 9 About What’s New Collection - Japanese

マニュアル 説明

『Solaris 9オペレーティング環境の概
要』

Solaris 9オペレーティング環境の新機能について詳しく説明していま
す。各章ではデスクトップユーザー、システム管理者、ソフトウェア
開発者用に新機能の概要を説明しています。システム管理の章には
Solaris 9のインストール機能が含まれます。また、Javaの新機能の概
要も記載されています。

表 3–7 Solaris 9 Release and Installation Collection - Japanese

マニュアル 説明

該当するプラットフォーム用の『Solaris
9ご使用にあたって』

Solaris 9のマニュアルセットおよび Installation Kioskで発行されるこ
れらのマニュアルでは、インストールおよび実行時の重要な問題点や
バグについて記述しています。また、これらの『ご使用にあたって』
では、新機能の説明、廃止されたソフトウェアサポートの説明、マ
ニュアルの記述訂正なども挙げられています。

最新版は、http://docs.sun.comの『Solaris 9ご使用にあたって』
を参照してください。

表 3–8 Solaris 9 System Administrator Collection - Japanese

マニュアル 説明

『フォントの管理』 OpenWindows環境でフォントを管理する方法について詳しく説明して
います。
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表 3–8 Solaris 9 System Administrator Collection - Japanese (続き)
マニュアル 説明

『Solaris Java Plug-inユーザーズガイ
ド』

Solarisオペレーティング環境における Java 2プラットフォームの Java
Plug-inコンポーネントについて説明しています。このマニュアルは、
アプレット開発者や、Webページ上でアプレットを管理するWebサイ
ト管理者などに便利です。Java Plug-inコンポーネントは、Netscape
Navigator™と Netscape™ Communicator Webブラウザのためのアド
オン製品です。このコンポーネントを使用すると、ブラウザに付属して
いるデフォルトの Java Runtime Environmentではなく最新バージョン
の Java Runtime Environment上で Javaアプレットを実行できます。

『Solarisスマートカードの管理』 このマニュアルは、セキュリティ保護されたログイン認証を必要とする
システム上でスマートカードを設定する Solarisシステム管理者および
ネットワーク管理者を対象としています。このリリースで新たに追加さ
れたソフトウェア機能はありませんが、廃止された機能についての記述
や不正確な記述がマニュアルから除外されるとともに、バグ修正の反映
や説明文の追加などが行われています。

『Solarisカーネルのチューンアップ・
リファレンスマニュアル』

このマニュアルは、Solarisのチューニング可能パラメータに関する参照
情報を記載しています。このマニュアルは、特定の状況においてカーネ
ルのチューニング可能パラメータを変更する可能性のある、習熟した
Solarisのシステム管理者を対象としています。

『Solarisボリュームマネージャの管
理』

Solarisボリュームマネージャを使用してディスク記憶装置を管理する方
法について説明しています。RAID 0 (連結とストライプ)ボリュー
ム、RAID 1 (ミラー)ボリューム、および RAID 5ボリュームの作成、変
更、使用や、ソフトパーティション、トランザクションロギング用のデ
バイスなどについて記述しています。

『Solaris WBEM Servicesの管理』 CIM (Common Information Model)の概念や、WBEM (Web-based
Enterprise Management)サービスを Solaris環境で管理する方法につい
て説明しています。

『Solstice Enterprise Agents 1.0ユーザー
ズガイド』

このマニュアルは、Simple Network Management Protocol (SNMP)を
使用して 1つのデバイス内のさまざまなコンポーネントやアプリケー
ションを個別に管理するための拡張可能なエージェント技術であ
る、Solstice Enterprise Agents™について説明しています。このマニュ
アルでは、Solstice Enterprise Agentsコンポーネントのインストールと
構成、マスターエージェントとサブエージェントの呼び出し方
法、Desktop Management Interface (DMI)の使用方法などについて説明
しています。

『Solarisのシステム管理 (基本編)』 このマニュアルは、Solaris 9リリースを実行するシステムの管理者を対
象にしています。Solarisシステムの管理に関連するさまざまな情報がま
とめられています。ユーザーアカウントとユーザーグループの管理、
サーバーとクライアントのサポートの管理、システムのシャットダウン
と起動、リムーバブルメディアの管理、ソフトウェア (パッケージと
パッチ)の管理、ディスクとデバイスの管理、ファイルシステムの管
理、データのバックアップと復元などを取り上げています。
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表 3–8 Solaris 9 System Administrator Collection - Japanese (続き)
マニュアル 説明

『Solarisのシステム管理 (上級編)』 このマニュアルは、Solaris 9リリースを実行するシステムの管理者を対
象にしています。Solarisシステムの管理に関連するさまざまな情報がま
とめられています。印刷サービスの管理、端末とモデムの管理、システ
ムリソース (ディスク割り当て、アカウンティング、crontabなど)の管
理、システムプロセスの管理、Solarisソフトウェアのトラブルシュー
ティング (問題解決)などを取り上げています。

『Solarisのシステム管理 (IPサービ
ス)』

このマニュアルは、Solaris 9リリースを実行するシステムの管理者を対
象にしています。各種の Internet Protocol (IP)ネットワーク管理サービ
スを網羅しています。これらのサービスには、TCP/IPネットワー
ク、IPv4および IPv6、DHCP、IPセキュリティ、モバイル IP、IPネッ
トワークマルチパスなどが含まれます。

『Solarisのシステム管理 (ネーミングと
ディレクトリサービス :
DNS、NIS、LDAP編)』

Solarisオペレーティング環境で現在サポートされているネーミングサー
ビスおよびディレクトリサービスのセットアップと管理について記述し
ています。DNS、NIS、および LDAPがこのマニュアルに含まれます。

『Solarisのシステム管理 (ネーミングと
ディレクトリサービス : FNS、NIS+
編)』

Solarisオペレーティング環境で現在サポートされているネーミングサー
ビスおよびディレクトリサービスのセットアップと管理について記述し
ています。FNSおよび NIS+がこのマニュアルに含まれます。

『Solarisのシステム管理 (資源管理と
ネットワークサービス)』

このマニュアルは、Solaris 9リリースを実行するシステムの管理者を対
象にしています。リソース管理、モデム、リモートファイルシステム、
メール、SLP、PPPなど、Solarisネットワーク管理に関係したさまざま
な情報がまとめられています。

『Solarisのシステム管理 (セキュリティ
サービス)』

このマニュアルは、Solaris 9リリースを実行するシステムのセキュリ
ティに関連した作業の担当者を対象としています。監
査、PAM、RBAC、SEAM、Solarisセキュアシェルなど、Solarisのセ
キュリティに関連したさまざまな情報がまとめられています。

表 3–9 Solaris 9 User Collection - Japanese

マニュアル 説明

『Solaris共通デスクトップ環境上級
ユーザ及びシステム管理者ガイド』

Solaris共通デスクトップ環境 (CDE)の外観や動作のカスタマイズに必
要な高度な作業について取り上げています。システムの初期設定、ロ
グイン、セッション開始のカスタマイズ、アプリケーションの追加、
アプリケーションおよびそのデータに対するインタフェースの設定に
ついての章があります。また、ネットワーク上でのデスクトッププロ
セス、アプリケーション、データの構成、およびデスクトップサービ
ス (ウィンドウ管理、印刷、カラー、フォントなど)のカスタマイズな
どについても説明しています。
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表 3–10 iPlanet Directory Server 5.1 Collection - Japanese

マニュアル 説明

『iPlanet Directory Server 5.1導入ガイ
ド』

ディレクトリの詳細決定者、設計者、管理者などを対象に、iPlanet
Directory Serverの実装計画に役立つ基礎情報を提供しています。この
マニュアルには、スキーマ設計、ディレクトリツリー、トポロジ、複
製、セキュリティなど、ディレクトリの設計に関連したさまざまな情
報がまとめられています。また、シンプルな導入や、世界各地に分散
したユーザーをサポートする複雑な導入などを計画する上で参考とな
る、サンプルの導入シナリオも紹介しています。

『iPlanet Directory Server 5.1管理者ガイ
ド』

ディレクトリデータベースの構成、移植、複製、アクセス制御、ディ
レクトリエントリ、インデックス、およびユーザーアカウントの作成
と管理、ディレクトリパフォーマンスの監視と調整などに関する実用
的な作業説明を記載しています。

『iPlanet Directory Server 5.1構成、コマ
ンド、およびファイルのリファレンス』

管理者や上級ユーザーを対象に、iPlanet Directory Serverの構成や、
コマンド行ツールによるこのサーバーの管理などに関する詳しい参考
情報がまとめられています。

『iPlanet Directory Server 5.1スキーマリ
ファレンス』

iPlanet Directory Serverの標準的なユーザーディレクトリスキーマに
ついて説明しています。このマニュアルでは、標準のスキーマで定義
されているすべてのオブジェクトクラスと属性、およびサーバー内の
オペレーション属性を網羅しています。対象読者として、スキーマの
管理や維持を行う管理者を想定しています。

アプリケーションの開発
以下の表は、ソフトウェア開発に関連した機能と手順について説明したマニュアルを
示しています。表のタイトルは、 Solaris 9マニュアルセットのマニュアルが入ってい
るコレクションの名前を示します。

表 3–11 Solaris 9 About What’s New Collection - Japanese

マニュアル 説明

『Solaris 9オペレーティング環境の概
要』

Solaris 9オペレーティング環境の新機能について詳しく説明していま
す。各章ではデスクトップユーザー、システム管理者、ソフトウェア
開発者用に新機能の概要を説明しています。システム管理の章には
Solaris 9のインストール機能が含まれます。また、Javaの新機能の概
要も記載されています。

24 Solaris 9マニュアルの概要 • 2002年 5月



表 3–12 Solaris 9 Software Developer Collection - Japanese

マニュアル 説明

『Application Packaging Developer’s
Guide』

パッケージの設計、構築、および検証を行う手順と、これらの作業に
関連する情報を提供しています。また、パッケージを作成する際に役
立つ高度なテクニックの情報や例も紹介しています。

『Federated Naming Service Programming
Guide』

複数の独立した命名 (ネーミング)システムを自由に組み合わせて単一
のネーミングサービスへと再構成し、単一のシンプルなネーミングシ
ステムインタフェースによって利用できるようにする方法を説明して
います。

『GSS-APIのプログラミング』 開発者向けに、GSS-API (Generic Security Services Application
Interface)を使用してネットワークベースのプログラムのセキュリティ
を向上させる方法を説明しています。GSS-APIを利用すると、インス
トールされたセキュリティメカニズムや、認証、秘匿性、それらの
データ整合性機能などを使用してネットワーク上の伝送を保護する方
法が得られます。GSS-APIにより、プラットフォームやメカニズムに
固有のデータ転送プログラムを使用する必要がなくなります。

『国際化対応言語環境の利用ガイド』 Solaris 9オペレーティング環境における国際化機能について説明して
います。このマニュアルには、Solaris 8ソフトウェアを使用して、さ
まざまな言語や文化習慣をサポートするソフトウェア製品を構築する
ための重要な情報が入っています。このマニュアルには、Solaris 8ソ
フトウェアを使用して、国際市場向けのアプリケーションを作成する
ための開発者向けのガイドラインが入っています。

CSI (Codeset Independence)、キーボードサポート、多国語対応の
Solaris製品のローカライズ方法などのコンセプトと共にユーロ (Euro)
の説明もなされています。ほかには、ヨーロッパおよびアジアの言語
の印刷サポート、Unicodeロケールサポートなどについても取り上げ
ています。

『Java 2 SDK開発ガイド (Solaris編)』 開発者を対象に、Solaris 9オペレーティング環境における Javaプログ
ラミング言語の使用についての情報を提供しています。このマニュア
ルでは、Solaris向け Java 2プラットフォームにおける新機能と改良さ
れた機能の概要と説明を、互換性問題についての注意と共に示してい
ます。

『リンカーとライブラリ』 このマニュアルは、Solarisリンカーと実行時リンカーの操作方法や作
業対象となるオブジェクトの操作について説明しています。主に、リ
ンカー ld(1)、実行時リンカー ld.so.1(1)、共用オブジェクト (共
用ライブラリとも呼ばれる)、および ELFオブジェクトファイル形式に
ついて取り上げています。

『マルチスレッドのプログラミング』 POSIXおよび Solarisの各スレッド用API、同期オブジェクトによるプ
ログラミング、マルチスレッドプログラムのコンパイル、およびマル
チスレッドプログラム用分析ツールの選び方について説明します。

このマニュアルは、マルチスレッド化によってプロセスを複数の独立
した実行スレッドに分割し、アプリケーションの性能と構造の改善を
期待する開発者を対象とします。
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表 3–12 Solaris 9 Software Developer Collection - Japanese (続き)
マニュアル 説明

『ONC+開発ガイド』 Sunで開発された ONC+™分散サービスについて説明しています。
ONC+は、さまざまな技術、サービス、およびツールから構成されて
います。技術としては、次のようなものがあります。
� TI-RPC (Transport-Independent Remote Procedure Call)は、RPC
アプリケーションをトランスポートに依存しないようにするために
開発されました。

� 外部データ表現 (XDR: External Data Representation)はアーキテク
チャに依存しないデータ表現の仕様です。

� NIS+ (Network Information Services Plus)は、Solaris環境におけ
るエンタープライズネーミングサービスです。このサービスは、拡
張性のあるセキュリティの高い情報基盤を提供します。

『プログラミングインタフェース』 共有メモリー、トランスポート選択、リアルタイム管理などの領域に
おける Solaris 9環境に特有のインタフェースについて説明していま
す。また、API/ABI準拠に関連したアプリケーション (appcertなど)
についても説明しています。ネットワークインタフェースのより高度
なレベルの説明は、『ONC+開発ガイド』を参照してください。

『Solaris 64ビット開発ガイド』 このマニュアルは、主にアプリケーション開発者向けに書かれてお
り、32ビットまたは 64ビットのどちらの Solarisアプリケーションプ
ログラミング環境を使用すべきかについて説明します。このマニュア
ルでは、32ビットと 64ビットのアプリケーション環境間の類似点と相
違点について説明し、2つの環境間で移植可能なコードを作成する方法
について説明します。また、64ビットアプリケーションの開発用にオ
ペレーティングシステムが提供しているいくつかのツールについても
説明します。

『Solaris DHCPサービス開発ガイド』 このマニュアルは、Solaris DHCPサービスの情報を格納するための新
しいデータサービスをサポートしたい開発者に必要な情報を提供しま
す。

『Solarisモジューラデバッガ』 Solarisオペレーティング環境の汎用デバッギングツールである Solaris
モジューラデバッガ (MDB)について説明しています。MDBの主な特
長は、その拡張性にあります。このマニュアルでは、複雑なソフト
ウェアシステムをデバッグするMDBの使用方法について、特
に、Solarisカーネル、および関連するデバイスドライバ、モジュール
などをデバッグする場合に使用可能な機能に重点を置いて説明しま
す。さらに、このマニュアルには、MDB言語構文、デバッガ機能、お
よびMDBモジュールプログラミングAPIについてのリファレンスと
解説も記載されています。

『Solaris WBEM SDK開発ガイド』 このマニュアルは、 Sun WBEM Software Development Kit (SDK)のコ
ンポーネントについて、およびそれらのコンポーネントを使用して
WBEM対応のアプリケーションやプログラムを開発する方法について
説明します。
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表 3–12 Solaris 9 Software Developer Collection - Japanese (続き)
マニュアル 説明

『X Window System開発ガイド』 Solaris Xサーバーのアプリケーションを設計するソフトウェア開発者
の参考となる詳しい情報を提供しています。このマニュアルで
は、Solaris Xサーバーの機能、DPS画像システム、サポートされる
ディスプレイデバイスなどについて詳細に説明しています。また、
サーバー接続用の認証スキーマとプロトコル、X Consortiumのサンプ
ルサーバーとの相違点および機能拡張されている点などについても述
べられています。

『SPARC Assembly Language Reference
Manual』

SPARCシステムで動作し、アセンブリ言語で書かれたソースファイル
をリンク形式のオブジェクトファイルに変換するためのアセンブラに
ついて説明しています。このマニュアルの内容は、Solaris 7ソフト
ウェアにもとづいています。

『STREAMS Programming Guide』 Solaris環境の UNIXシステム通信サービスの STREAMS機能について
記述しています。このマニュアルでは、アプリケーション開発者を対
象として、ストリームの構築、使用、および除去、メッセージング、
管理、STREAMSベースのパイプと名前付きパイプの使用などの情報
も記載しています。モジュール開発者やドライバ開発者向けとして
は、STREAMSフレームワーク、メッセージング、ドライバ設計、モ
ジュール設計、構成、マルチスレッド化、多重化などについて説明し
ています。

『ToolTalkユーザーズガイド』 ToolTalk™サービスについて説明するとともに、ToolTalkメッセージ
の送受信を行うアプリケーションの変更方法について説明していま
す。このマニュアルは、ToolTalkサービスを使用してほかのアプリ
ケーションと相互にやりとりするアプリケーションの作成や管理を行
う開発者を対象としています。また、ワークステーションの設定を行
うシステム管理者にとっても便利です。このマニュアルは、Solarisオ
ペレーティング環境コマンド、システム管理者用コマンド、およびシ
ステム用語に慣れていることを想定しています。

『Writing Device Drivers』 Solarisオペレーティング環境における文字型デバイス、ブロック型デ
バイス、SCSIターゲットおよび HBAデバイス用のデバイスドライバ
を開発する方法について説明します。このマニュアルでは、Solaris
DDI/DKIに準拠するすべてのアーキテクチャ用にマルチスレッド化さ
れた再入可能なデバイスドライバを開発する方法について説明しま
す。また、プラットフォームに固有な問題 (エンディアンやデータの順
番など)を気にせずにドライバを作成できる、共通ドライバプログラミ
ングアプローチについて説明します。

さらに、Solarisドライバの 64ビット環境への移植、クラスタ対応のド
ライバ、ドライバの自動構成、プログラミングされた I/O、DMA
(Direct Memory Access)、電源管理などについても説明しています。ま
た、デバイスコンテキスト管理、ドライバのコンパイル、インストー
ル、およびテスト、ドライバのデバッグなどについても説明していま
す。

第 3章 •マニュアルの作業別分類 27



表 3–13 Solaris 9 KCMS Collection

マニュアル 説明

『KCMS Application Developer’s Guide』 Kodak Color Management System™ (KCMS™)フレームワークAPIに
ついて説明しています。KCMSフレームワークを使用すると、正確な
再現が可能になり、デジタルカラーイメージをデスクトップコン
ピュータやその周辺機器に出力したときの見栄えが向上します。この
APIを使用すると、正しく色を変換および操作するアプリケーション
を作成できます。

『KCMS Calibrator Tool Loadable Interface
Guide』

動的にロードできるデバイスハンドラモジュール (ICC形式のファイル
を更新するためのカラー補正データを KCMS Calibrator Toolに供給す
るもの)を作成する方法について説明しています。このマニュアルで
は、動的にロードできるモジュールと KCMS Calibrator Toolとの間の
相互作用についても概要を述べています。このマニュアルは、カラー
管理技術で利用されるカラーモジュールを作成するドライバ開発者を
対象としています。

『KCMS CMM Developer’s Guide』 KCMSカラー管理モジュール (CMM)の作成方法を説明しています。
この中で、C++で実装されるグラフィックス移植インタフェース (GPI)
である KCMS基本ライブラリの使用方法も述べられています。このイ
ンタフェースによって、KCMSライブラリのデバイスに依存しない層
をカラーモジュールとリンクし、アプリケーションからカラーモ
ジュールへのデータフローを実現します。このマニュアルは、カラー
管理技術で利用されるカラーモジュールを作成するドライバ開発者を
対象としています。

『KCMS CMM Reference Manual』 KCMS基本ライブラリ内の各 C++クラスについて説明します。このラ
イブラリは、KCMSカラーモジュールを作成するために C++で実装し
たグラフィック移植インタフェースです。このマニュアルは、カラー
管理技術で利用されるカラーモジュールを作成するドライバ開発者を
対象としています。

『KCMS Test Suite User’s Guide』 CMMのためのテスト用スクリプトおよびテスト機能について説明して
います。このテスト環境を使って CMM開発者は、作成した CMMが
KCMSフレームワークに準拠しているかどうかを確認できます。この
マニュアルは、KCMSフレームワークの開発と利用に関心があるユー
ザーにも役立ちます。

共通デスクトップ環境
以下の表は、共通デスクトップ環境 (CDE)のユーザーに関連したマニュアルを示して
います。また、CDEでプログラミング作業を行うソフトウェア開発者を対象としたマ
ニュアルも示しています。表のタイトルは、 Solaris 9マニュアルセットのマニュアル
が入っているコレクションの名前を示します。
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表 3–14 Solaris 9 Common Desktop Environment Developer Collection - Japanese

マニュアル 説明

『共通デスクトップ環境アプリケー
ション・ビルダ・ユーザーズ・ガイド』

アプリケーション・ビルダとその使用方法を紹介します。アプリケー
ション・ビルダは、アプリケーションを開発する対話型ツールです。
このツールを使うと、アプリケーション用のグラフィカルユーザーイ
ンタフェース (GUI)の構築や CDEのデスクトップサービスの取り込み
が簡単に行えます。取り込み可能な CDEデスクトップサービスには、
ヘルプシステム、ToolTalkメッセージング、ドラッグ＆ドロップ、
セッションマネージャなどが含まれます。

『共通デスクトップ環境 Dtkshユーザー
ズ・ガイド』

デスクトップ上の Kornシェルを使用してMotifアプリケーションを作
成する方法を説明しています。基本的な dtksh技術を紹介するととも
に、いくつかのサンプルスクリプトも紹介しています。これらのサン
プルは、読者が dtkshの機能について徐々に理解できるように簡単な
ものから順に示されています。このマニュアルには、dtkshおよび
dtkshの構文でサポートされるコマンドの一覧も示されています。

『共通デスクトップ環境プログラマー
ズ・ガイド (ヘルプ・システム編)』

CDEのアプリケーションソフトウェアについてのオンラインヘルプを
開発する方法について説明しています。ヘルプ項目の作成方法、およ
びヘルプ作成者とアプリケーション開発者が共同でオンラインヘルプ
をMotifアプリケーションに統合する方法についても記述していま
す。ヘルプ作成者には、異なるテキストスタイル、グラフィック、お
よびハイパーリンクを備えるオンラインヘルプを作成または確認する
手順の手引きになります。また、アプリケーション開発者向けに、ア
プリケーションからヘルプ項目を呼び出せるヘルプシステム・アプリ
ケーションプログラミングインタフェースについても解説していま
す。この中で、ヘルプダイアログウィジェット、ヘルプ要求に対する
応答、ハイパーリンクデータのナビゲーションなどについて説明して
います。

『共通デスクトップ環境プログラマー
ズ・ガイド (国際化対応編)』

アプリケーションを国際化するための情報を提供しています。アプリ
ケーションの国際化によって、ローカリゼーションが実現し、統一し
たユーザーインタフェースでさまざまな言語や文化的慣例をサポート
できるようになります。このマニュアルでは、国際的なディストリ
ビューションを前提としたアプリケーションの記述方法について、開
発者向けにガイドラインやヒントを提供しています。また、デスク
トップのさまざまな内容にかかわる多国語化作業の概要や、さらに詳
しいマニュアルへの参照も記載しています。

『Common Desktop Environment: Product
Glossary』

CDEのあらゆるユーザーが情報ソースおよびリファレンスベースとし
て参照できる用語集であり、CDEで使用される用語が網羅されていま
す。用語集の定義には、対象とする読者や用語の起源に関する情報が
含まれることがあります。また、必要に応じて、グラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)で使われる用語に対応する CDEコンポーネ
ント名も紹介しています。「Do not use」とマークされた用語には、
ほかの適切な語を示します。

『共通デスクトップ環境プログラマ概
要』

CDE開発環境に関する高度な内容の情報と開発者向けマニュアルセッ
トについて説明しています。また、CDEデスクトップ全体のアーキテ
クチャの概要も入っています。
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表 3–14 Solaris 9 Common Desktop Environment Developer Collection - Japanese (続き)
マニュアル 説明

『共通デスクトップ環境スタイル・ガ
イド』

アプリケーションを設計する上でのスタイルガイドライン、および
CDEのアプリケーションレベルでの認証に必要な項目のリストを示し
ます。また、機能や動作に整合性のあるアプリケーションを開発する
上でアプリケーション設計者に参考となる情報がまとめられていま
す。デフォルトとして、英語ロケールの環境下にあるアプリケーショ
ンの言語環境を左から右に設計していくことを想定したチェックリス
トを記述しています。これらのスタイル要件は、Motif Version 2.1の要
件と Solaris CDEに特有な追加要件項目から構成されます。Solaris 9は
Open Groupの CDE 2.1標準の日付を早めていますが、追加のスタイ
ル条件については Open Groupによって発行されるスタイルガイドの
セットを参照してください。

『共通デスクトップ環境 ToolTalkメッ
セージの概要』

ルーチンとして提供される ToolTalkコンポーネント、コマンド、エ
ラーメッセージについて説明しています。これらを利用して、Media
Exchangeおよび Desktop Servicesメッセージセットの規約にアプリ
ケーションを適合させることができます。このマニュアルは、ToolTalk
サービスを使用して CDE内のほかのアプリケーションとのやり取りを
行うアプリケーションの作成または管理を行う開発者を対象としてい
ます。

『Solaris共通デスクトップ環境Motifへ
の移行』

Sun Motifの開発者に関係した情報がまとめられています。既存の
OPEN LOOKおよびMotifアプリケーションを OpenWindowsや
Solaris CDEのデスクトップで実行する方法や、OPEN LOOKやMotif
アプリケーションを Solaris CDE環境に移植する方法などが紹介されて
います。このマニュアルは、OPEN LOOKまたはMotifのプログラミ
ング知識があることを前提にしています。

『Solaris共通デスクトップ環境プログ
ラマーズ・ガイド』

このマニュアルは、既存のアプリケーションを CDEへ統合した
り、CDEの機能を使用する新しいアプリケーションの開発を行なった
りするプログラマを対象としています。またこのマニュアルは、CDE
開発環境についても説明しており、読者にMotif、X、UNIX、または
Cのプログラミング知識があることを想定しています。

表 3–15 Solaris 9 User Collection - Japanese

マニュアル 説明

『Solaris共通デスクトップ環境上級
ユーザ及びシステム管理者ガイド』

Solaris共通デスクトップ環境 (CDE)の外観や動作のカスタマイズに必
要な高度な作業について取り上げています。システムの初期設定、ロ
グイン、セッション開始のカスタマイズ、アプリケーションの追加、
アプリケーションおよびそのデータに対するインタフェースの表示の
設定に関する章があります。また、ネットワーク上でのデスクトップ
プロセス、アプリケーション、データの構成、およびデスクトップ
サービス (ウィンドウ管理、印刷、カラー、フォントなど)のカスタマ
イズなどについても説明しています。
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表 3–15 Solaris 9 User Collection - Japanese (続き)
マニュアル 説明

『Solaris共通デスクトップ環境ユー
ザーズ・ガイド』

このマニュアルでは、共通デスクトップ環境 (CDE)の基本機能につい
て説明しています。また、デスクトップやデスクトップアプリケー
ションの使用方法についても説明しています。

『Solaris共通デスクトップ環境への移
行』

このマニュアルは、OpenWindows環境から共通デスクトップ環境
(CDE)へ移行しようとしているユーザーを対象としています。このマ
ニュアルでは、CDEをグラフィカルなオペレーティング環境として説
明しており、また OpenWindowsと CDEの動作の違いを明確にしてい
ます。頻繁に寄せられる質問への回答が、関連項目にまとめてありま
す。

アジア言語ロケール
以下の表は、簡体字中国語ロケール、繁体字中国語ロケール、および韓国語ロケール
に固有の情報を提供する英語マニュアルを示しています。表のタイトルは、Solaris 9
マニュアルセットのマニュアルが入っているコレクションの名前を示します。

表 3–16 Solaris 9 Asian Locales Collection

マニュアル 説明

『Korean Solaris Release Overview』 韓国語 Solarisオペレーティング環境における言語固有の機能を説明し
ています。

『Korean Solaris System Administrator’s
Guide』

韓国語 Solarisオペレーティング環境固有のシステム管理情報がまとめ
られています。また、上級ユーザーや開発者がオペレーティング環境
のアクセスや制御に利用できる追加情報も記載しています。

『Korean Solaris User’s Guide』 韓国語 Solarisオペレーティング環境で提供される、ロケール固有のデ
スクトップツールとユーザーユーティリティについて説明していま
す。これらのツールおよびユーティリティには、韓国語の入力方式、
フォント、印刷機能などが含まれます。

『Simplified Chinese Solaris Release
Overview』

簡体字中国語 Solarisオペレーティング環境における言語固有の機能を
説明しています。

『Simplified Chinese Solaris System
Administrator’s Guide』

簡体字中国語 Solarisオペレーティング環境固有のシステム管理情報が
まとめられています。また、上級ユーザーや開発者がオペレーティン
グ環境のアクセスや制御に使用できる追加情報も記載されています。

『Simplified Chinese Solaris User’s Guide』 簡体字中国語 Solarisオペレーティング環境で提供される、ロケール固
有のデスクトップツールとユーザーユーティリティについて説明して
います。これらのツールおよびユーティリティには、簡体字中国語の
入力方式、フォント、印刷機能などが含まれます。
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表 3–16 Solaris 9 Asian Locales Collection (続き)
マニュアル 説明

『Traditional Chinese Solaris Release
Overview』

繁体字中国語 Solarisオペレーティング環境における言語固有の機能を
説明しています。

『Traditional Chinese Solaris System
Administrator’s Guide』

繁体字中国語 Solarisオペレーティング環境固有のシステム管理情報が
まとめられています。また、上級ユーザーや開発者がオペレーティン
グ環境のアクセスや制御に使用できる追加情報も記載されています。

『Traditional Chinese Solaris User’s
Guide』

繁体字中国語 Solarisオペレーティング環境で提供される、ロケール固
有のデスクトップツールとユーザーユーティリティについて説明して
います。これらのツールおよびユーティリティには、繁体字中国語の
入力方式、フォント、印刷機能などが含まれます。

マニュアルページのドキュメント
以下の表は、Solaris 9 Reference Manualのセクションを示しています。これらのドキュ
メントにアクセスするには、manコマンドを使用するか、あるいは Solaris 9マニュア
ルセットの Solaris 9 Reference Manual Collectionを参照してください。

表 3–17 Solaris 9 Reference Manual Collection

セクション 説明

『man pages section 1: User Commands』 このセクションは、オペレーティングシステムで利用できるコマンド
やユーティリティについて説明しており、SunOS/BSD互換パッケージ
だけに関連するコマンドを含みます。また、ほかのシステムと通信す
るコマンド、形式とメニュー言語のインタプリタ FMLIに関連するコ
マンド、SunOS™システム固有のコマンドなどが含まれます。

このセクションは、各コマンドで使用できるオプション、引数、およ
びオペランドは、コマンド構文の標準規則に従って説明されていま
す。また、利用可能な属性の説明、診断情報、ほかのマニュアルの
ページや関連情報の参照先なども記載されています。

このセクションは、UNIXシステムを利用するあらゆるユーザーを対象
としています。

『man pages section 1M: System
Administration Commands』

このセクションは、Solarisのシステム管理ユーティリティと保守ユー
ティリティについて説明しており、システム管理者およびネットワー
ク管理者を対象としています。

『man pages section 2: System Calls』 このセクションは、システムコールについて説明しています。システ
ムコールは、カーネルサービスを要求する Cライブラリ関数です。こ
のセクションは、Cプログラミング言語の構築に慣れているユーザー
を対象としています。
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表 3–17 Solaris 9 Reference Manual Collection (続き)
セクション 説明

『man pages section 3: Basic Library
Functions』

このセクションは、標準 Cライブラリ (libc)、動的リンクライブラリ
(libdl)、SunOS/BSD互換ライブラリ (libucb)、およびさまざまな
メモリー割り当てライブラリ内の基本的なライブラリ関数について説
明しています。このセクションは、Cプログラミング言語の構築に慣
れているユーザーを対象としています。

『man pages section 3: Curses Library
Functions』

このセクションは、グラフィックスや文字の画面更新機能を提供する
ライブラリ内の関数について説明しています。これらの関数に
は、cursesライブラリ (libcurses)、formsライブラリ
(libform)、menusライブラリ (libmenu)、panelsライブラリ
(libpanel)、グラフィックスインタフェースライブラリ (libplot)な
どの関数が含まれます。このセクションは、Cプログラミング言語の
構築に慣れているユーザーを対象としています。

『man pages section 3: Extended Library
Functions』

このセクションは、さまざまな専門ライブラリの関数について説明し
ています。これらの関数には、デバイス IDライブラリ (libdevid)、
デバイス情報ライブラリ (libdevinfo)、ELF (Executable and Linking
Format)ライブラリ (libelf)、カーネル統計ライブラリ
(libkstat)、カーネル VMライブラリ (libkvm)、数学ライブラリ
(libm)が含まれます。このセクションは、Cプログラミング言語の構
築に慣れているユーザーを対象としています。

『man pages section 3: Library Interfaces
and Headers』

このセクションは、共有オブジェクトとして実装されたインタフェー
スライブラリと、これらのライブラリを構成する関数で使用される
ヘッダーについて説明しています。ヘッダーには、関数のプロトタイ
プ、記号定数の定義、共通の構造体、プリプロセッサマクロ、および
定義済みの型が含まれます。このセクションは、Cプログラミング言
語の構築に慣れているユーザーを対象としています。

『man pages section 3: Networking Library
Functions』

このセクションは、さまざまなネットワークライブラリ内の関数につ
いて説明しています。これらの関数には、Kerberosライブラリ
(libkrb)、LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)ライブラリ
(libldap)、ネットワークサービスライブラリ (libnsl)、遠隔非同期
呼び出しライブラリ (librac)が含まれます。また、リゾルバライブラ
リ (libresolv)、遠隔手続き呼び出しライブラリ (librpcsvcと
librpcsoc)、ソケットライブラリ (libsocket)、XFN (X/Open
Federated Naming)ライブラリ (libxfn)、X/Openネットワークサー
ビスライブラリ (libxnet)も含まれます。このセクションは、Cプロ
グラミング言語の構築に慣れているユーザーを対象としています。

『man pages section 3: Threads and
Realtime Library Functions』

このセクションは、スレッドライブラリ (libthreadと
libpthread)、リアルタイムライブラリ (librt)、および関連するラ
イブラリ内の関数について説明します。このセクションは、Cプログ
ラミング言語の構築に慣れているユーザーを対象としています。
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表 3–17 Solaris 9 Reference Manual Collection (続き)
セクション 説明

『man pages section 4: File Formats』 このセクションは、該当する場合に、C構造体宣言を含む各種のファ
イル形式について概要を述べています。これらの構造体宣言を含む
ヘッダーは、通常 /usr/includeまたは /usr/include/sysにあり
ます。

ライブラリ構造体の概略を示したページでは、共有インタフェースと
専用インタフェースの両方が示されています。共有インタフェースで
は、アプリケーション開発において安定した確認済みのシンボルセッ
トについて記述します。一方、専用インタフェースには、内部使用と
して限定する常に変更可能なシンボルセットについて記述していま
す。

このセクションは、ソフトウェア開発者を対象としています。

『man pages section 5: Standards,
Environments, and Macros』

このセクションは、ヘッダー、環境、マクロパッケージ、文字セッ
ト、標準など、さまざまなトピックについて記載しています。このセ
クションは、この節の他の場所で説明されている Solaris構築につい
て、さらに詳細な情報を提供します。

『man pages section 6: Demos』 このセクションは、Solarisが提供するオーディオ、ビデオゲーム、お
よびデモについて説明しています。

『man pages section 7: Device and Network
Interfaces』

このセクションは、システム上で利用できるさまざまなデバイスや
ネットワークインタフェースについて説明しています。文字型デバイ
スやブロック型デバイス、STREAMSモジュール、ネットワークプロ
トコル、ファイルシステム、ドライバサブシステムやクラスの ioctl
()要求についての記述が含まれています。

このセクションは、デバイスドライバの作成、保守、変更を行うソフ
トウェア開発者を対象としています。

『man pages section 9: DDI and DKI
Driver Entry Points』

このセクションは、カーネルドライバからデバイスドライバへの呼び
出しやリターン構文を提供する場合に、開発者が使用するエントリポ
イントルーチンについて説明しています。

このセクションはデバイスドライバの作成、保守、変更を行うソフト
ウェア開発者を対象としています。読者が Cプログラミング言語およ
びシステム内部について理解していることを想定しています。

『man pages section 9: DDI and DKI
Kernel Functions』

このセクションは、デバイスドライバからカーネルドライバへの呼び
出しやリターン構文を提供する場合に開発者が使用できる関数につい
て説明しています。

このセクションはデバイスドライバの作成、保守、変更を行うソフト
ウェア開発者を対象としています。読者が Cプログラミング言語およ
びシステム内部について理解していることを想定しています。
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表 3–17 Solaris 9 Reference Manual Collection (続き)
セクション 説明

『man pages section 9: DDI and DKI
Properties and Data Structures』

このセクションは、section 9Pでは、デバイスドライバで使用される
カーネルプロパティについて説明しています。section 9Sでは、カーネ
ルとデバイスドライバ間で情報を共有するためにドライバが使用する
データ構造体について説明しています。

これらのセクションはデバイスドライバの作成、保守、変更を行うソ
フトウェア開発者を対象としています。読者が Cプログラミング言語
およびシステム内部について理解していることを想定しています。

『JFPリファレンスマニュアル 1 :ユー
ザーコマンド』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

オペレーティングシステムで利用できるコマンドやユーティリティを
説明します。SunOS/BSD互換パッケージだけに関連するコマンド、他
のシステムと通信するコマンド、形式とメニュー言語のインタプリタ
(FMLI)に関連するコマンド、および SunOS特有のコマンドなどが含
まれます。

各コマンドで使用できるオプション、引数、およびオペランドをコマ
ンド構文の標準規則に従って説明します。また、利用可能な属性、診
断情報についても記述し、関連情報を含む他のマニュアルページや参
照媒体へのクロスリファレンスも含まれています。

UNIXを使用するユーザーをはじめ、UNIXに関心を持つすべてのユー
ザーを対象とします。

『JFPリファレンスマニュアル 1M :シ
ステム管理コマンド』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

Solarisのシステム管理ユーティリティと保守ユーティリティを説明し
ます。システム管理者およびネットワーク管理者を対象とします。

『JFPリファレンスマニュアル 3 C:ライ
ブラリ関数』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

さまざまな Cライブラリの関数について説明します。カーネルサービ
スを要求する関数については、『man pages section 2: System Calls』で説
明します。C言語の構築に慣れているユーザーを対象とします。

『JFPリファレンスマニュアル 4 :ファ
イル形式』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

適用可能な C構造体宣言に含まれるさまざまなファイル形式を説明し
ます。C構造体宣言に含まれるヘッダーは、通常 /usr/includeまた
は /usr/include/sysにあります。

ライブラリ構造体を説明するマニュアルページでは、共有インタ
フェースと専有インタフェースの両方を一覧しています。共有インタ
フェースでは、アプリケーション開発において安定した確認済みのシ
ンボルセットについて記述します。また、専有インタフェースには、
内部使用として限定する常に変更可能なシンボルセットについて記述
しています。
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表 3–17 Solaris 9 Reference Manual Collection (続き)
セクション 説明

『JFPリファレンスマニュアル 5 :ヘッ
ダー、環境、マクロ』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

ヘッダー、環境、マクロパッケージ、文字セット、および標準化を含
むあらゆる項目を説明します。これらの説明は、他のセクションで記
述している Solarisの構成についての詳細を提供します。

『JFPリファレンスマニュアル 7 :デバ
イスとネットワークインタフェース』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

システム上で利用できるさまざまなデバイスやネットワークインタ
フェースについて説明します。文字型デバイスやブロック型デバイ
ス、STREAMSモジュール、ネットワークプロトコル、ファイルシス
テム、およびドライバーサブシステムやクラスの ioctl()要求につい
ての記述を含んでいます。

デバイスドライバの記述方法、保守、または修正に携わるソフトウェ
アのエンジニアを対象とします。

『SunOSリファレンスマニュアル 1 :
ユーザーコマンド』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

『man pages section 1: User Commands』の一部を日本語化したオペレー
ティングシステム関連のマニュアルページです。『man pages section 1:
User Commands』のすべてを含むわけではありません。

オペレーティングシステムで利用できるコマンドやユーティリティを
説明します。SunOS/BSD互換パッケージだけに関連するコマンド、他
のシステムと通信するコマンド、形式とメニュー言語のインタプリタ
(FMLI)に関連するコマンド、および SunOS特有のコマンドなどが含
まれます。

各コマンドで使用できるオプション、引数、およびオペランドをコマ
ンド構文の標準規則に従って説明します。また、利用可能な属性、診
断情報についても記述し、関連情報を含む他のマニュアルページや参
照媒体へのクロスリファレンスも含まれています。

UNIXを使用するユーザーをはじめ、UNIXに関心を持つすべてのユー
ザーを対象とします。

『SunOSリファレンスマニュアル 1M :
システム管理コマンド』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

『man pages section 1M: System Administration Commands』の一部を日本
語化したオペレーティングシステム関連のマニュアルページです。
『man pages section 1M: System Administration Commands』のすべてを含
むわけではありません。

Solarisのシステム管理ユーティリティと保守ユーティリティを説明し
ます。システム管理者およびネットワーク管理者を対象とします。
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表 3–17 Solaris 9 Reference Manual Collection (続き)
セクション 説明

『SunOSリファレンスマニュアル 2 :シ
ステムコール』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

『man pages section 2: System Calls』の一部を日本語化したオペレーティ
ングシステム関連のマニュアルページです。『man pages section 2:
System Calls』のすべてを含むわけではありません。

システムコールを説明します。システムコールは、カーネルサービス
を要求する Cライブラリ関数です。C言語の構築に慣れているユー
ザーを対象とします。

『SunOSリファレンスマニュアル 3 :ラ
イブラリインタフェースおよびヘッ
ダー』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

『man pages section 3: Library Interfaces and Headers』の一部を日本語化
したオペレーティングシステム関連のマニュアルページです。『man
pages section 3: Library Interfaces and Headers』のすべてを含むわけでは
ありません。

共有オブジェクトとして実装されたインタフェースライブラリと、こ
れらのライブラリを構成する関数で使用されるヘッダーについて説明
します。ヘッダーには、関数のプロトタイプ、記号定数の定義、共通
の構造体、プリプロセッサマクロ、および定義済み型が含まれます。C
言語の構築に慣れているユーザーを対象とします。

『SunOSリファレンスマニュアル 3 :基
本ライブラリ関数』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

『man pages section 3: Basic Library Functions』の一部を日本語化したオ
ペレーティングシステム関連のマニュアルページです。『man pages
section 3: Basic Library Functions』のすべてを含むわけではありません。

標準 Cライブラリ (libc)、動的リンクライブラリ
(libdl)、SunOS/BSD互換ライブラリ (libucb)と、さまざまなメモ
リー割り当てライブラリ内の基本的なライブラリ関数について説明し
ます。C言語の構築に慣れているユーザーを対象とします。

『SunOSリファレンスマニュアル 3 :拡
張ライブラリ関数』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

『man pages section 3: Extended Library Functions』の一部を日本語化し
たオペレーティングシステム関連のマニュアルページです。『man
pages section 3: Extended Library Functions』のすべてを含むわけではあ
りません。

さまざまな専門ライブラリについて説明します。これらのライブラリ
には、デバイス IDライブラリ (libdevid)、デバイス情報ライブラリ
(libdevinfo)、ELF (Executable and Linking Format)ライブラリ
(libelf)、カーネル統計ライブラリ (libkstat)、カーネル VMライ
ブラリ (libkvm)、および数学ライブラリ (libm)が含まれます。C言
語の構築に慣れているユーザーを対象とします。
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表 3–17 Solaris 9 Reference Manual Collection (続き)
セクション 説明

『SunOSリファレンスマニュアル 3 :
Cursesライブラリ関数』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

『man pages section 3: Curses Library Functions』の一部を日本語化した
オペレーティングシステム関連のマニュアルページです。『man pages
section 3: Curses Library Functions』のすべてを含むわけではありませ
ん。

グラフィックスや文字の画面更新機能を提供するライブラリ内の関数
について説明します。これらのライブラリには、cursesライブラリ
(libcurses)、formsライブラリ (libform)、menusライブラリ
(libmenu)、panelsライブラリ (libpanel)、およびグラフィックスイ
ンタフェースライブラリ (libplot)が含まれます。C言語の構築に慣
れているユーザーを対象とします。

『SunOSリファレンスマニュアル 4 :
ファイル形式』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

『man pages section 4: File Formats』の一部を日本語化したオペレーティ
ングシステム関連のマニュアルページです。『man pages section 4: File
Formats』のすべてを含むわけではありません。

適用可能な C構造体宣言に含まれるさまざまなファイル形式を説明し
ます。C構造体宣言に含まれるヘッダーは、通常 /usr/includeまた
は /usr/include/sysにあります。

ライブラリ構造体を説明するマニュアルページでは、共有インタ
フェースと専有インタフェースの両方を一覧しています。共有インタ
フェースでは、アプリケーション開発において安定した確認済みのシ
ンボルセットについて記述します。また、専有インタフェースには、
内部使用として限定する常に変更可能なシンボルセットについて記述
しています。

ソフトウェアのエンジニアを対象とします。

『SunOSリファレンスマニュアル 5 :標
準、環境、マクロ』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

『man pages section 5: Standards, Environments, and Macros』の一部を日
本語化したオペレーティングシステム関連のマニュアルページです。
『man pages section 5: Standards, Environments, and Macros』のすべてを
含むわけではありません。

ヘッダー、環境、マクロパッケージ、文字セット、および標準化を含
むあらゆる項目を説明します。これらの説明は、他のセクションで記
述している Solarisの構成についての詳細を提供します。
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表 3–17 Solaris 9 Reference Manual Collection (続き)
セクション 説明

『SunOSリファレンスマニュアル 7 :デ
バイスとネットワークインタフェース』

日本語処理機能関連のマニュアルページです。

『man pages section 7: Device and Network Interfaces』の一部を日本語化
したオペレーティングシステム関連のマニュアルページです。『man
pages section 7: Device and Network Interfaces』のすべてを含むわけでは
ありません。

システム上で利用できるさまざまなデバイスやネットワークインタ
フェースについて説明します。文字型デバイスやブロック型デバイ
ス、STREAMSモジュール、ネットワークプロトコル、ファイルシス
テム、およびドライバサブシステムやクラスの ioctl()要求について
の記述を含んでいます。

デバイスドライバの記述方法、保守、または修正に携わるソフトウェ
アのエンジニアを対象とします。
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